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と
し
、
同
条
第
三
十
九
項
中
「
国
土
交
通
大
臣
又
は
」
を
「
国
土
交
通
大
臣
若
し
く
は
」
に
改
め
、「
洪
水
浸
水
想
定

区
域
」
の
下
に
「
、
同
法
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
若
し
く
は
市
町
村
長
が
指
定
す
る

同
項
に
規
定
す
る
雨
水
出
水
浸
水
想
定
区
域
又
は
同
法
第
十
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
指

定
す
る
同
項
に
規
定
す
る
高
潮
浸
水
想
定
区
域
」
を
、「
あ
る
も
の
に
限
る
」
の
下
に
「
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
」
を
加
え
、「
水
防
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
二
十
二
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
平
成

二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
改

め
、「
洪
水
時
」
の
下
に
「
、
雨
水
出
水
時
又
は
高
潮
時
」
を
加
え
、「（
水
防
法
」
を「（
同
法
」
に
、「
に
あ
つ
て
は
」

を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
七
項
と
し
、
同
条
第
四
十
項
を
削
り
、
同
条
中
第
四
十
一
項
を
第
三
十

八
項
と
し
、
第
四
十
二
項
か
ら
第
四
十
五
項
ま
で
を
三
項
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
四
十
六
項
中
「
第
十
条
第
六
項

第
四
号
」
を
「
第
十
条
第
八
項
第
五
号
」
に
、「
第
四
十
二
条
の
四
第
六
項
第
四
号
」
を
「
第
四
十
二
条
の
四
第
八
項

第
六
号
」
に
、「
中
小
企
業
の
新
た
な
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年

法
律
第
五
十
八
号
）
の
施
行
の
日
」
を
「
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
」
に
改
め
、「
）
に
該
当
す
る
機
械
及
び
装
置
」

の
下
に
「
、
工
具
、
器
具
及
び
備
品
並
び
に
建
物
附
属
設
備
（
家
屋
と
一
体
と
な
つ
て
効
用
を
果
た
す
も
の
（
第
三

百
四
十
三
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
家
屋
以
外
の
資
産
と
み
な
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。）を
除
く
。）（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
機
械
装
置
等
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
機
械
及
び
装
置
を
」
を
「
機
械
装
置
等
を
」
に
、「
機
械
及
び
装
置

に
」
を
「
機
械
装
置
等
に
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
三
項
と
し
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。
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平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
補
助

開
始
対
象
期
間
」
と
い
う
。）に
政
府
の
補
助
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
受
け
た
者
が
児
童
福
祉
法
第
六
条
の

三
第
十
二
項
に
規
定
す
る
業
務
を
目
的
と
す
る
同
法
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
（
同
項
の
規
定

に
よ
る
届
出
が
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）の
う
ち
当
該
政
府
の
補
助
に
係
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定

事
業
所
内
保
育
施
設
」
と
い
う
。）の
用
に
供
す
る
固
定
資
産
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産

税
又
は
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
は
、
第
三
百
四
十
九
条
、
第
三
百
四
十
九
条
の
二
又
は
第
七
百
二
条
第
一
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
補
助
開
始
対
象
期
間
内
に
最
初
に
当
該
特
定
事
業
所
内
保
育
施
設
に
係
る
政
府
の
補
助
を

受
け
た
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
補
助
開
始
日
」
と
い
う
。）の
属
す
る
年
の
翌
年
の
一
月
一
日
（
補
助
開
始

日
が
一
月
一
日
で
あ
る
場
合
に
は
、
同
日
）
を
賦
課
期
日
と
す
る
年
度
か
ら
五
年
度
分
（
そ
の
者
が
そ
の
年
度
の

初
日
の
属
す
る
年
の
一
月
一
日
に
お
い
て
補
助
開
始
日
か
ら
引
き
続
き
当
該
政
府
の
補
助
を
受
け
て
い
る
場
合
に

お
け
る
当
該
年
度
分
及
び
補
助
開
始
日
が
一
月
一
日
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
同
日
を
賦
課
期
日
と
す
る
年
度
分
に

限
る
。）の
固
定
資
産
税
又
は
都
市
計
画
税
に
限
り
、
当
該
固
定
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
又
は
都
市
計
画
税
の
課

税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
二
分
の
一
を
参
酌
し
て
三
分
の
一
以
上
三
分
の
二
以
下
の
範
囲
内
で
市
町
村
の
条
例

で
定
め
る
割
合
（
当
該
固
定
資
産
が
第
三
百
八
十
九
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
二
分
の
一
）
を
乗

じ
て
得
た
額
と
す
る
。
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都
市
緑
地
法
第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
緑
地
保
全
・
緑
化
推
進
法
人
（
同
法
第
七
十
条

第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
に
限
る
。）が
都
市
緑
地
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年

法
律
第

号
）
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
都
市
緑
地
法
第
六
十
三
条
に

規
定
す
る
認
定
計
画
に
基
づ
き
設
置
し
た
同
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
民
緑
地
の
用
に
供
す
る
土
地

で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
又
は
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
は
、
第
三
百
四
十
九
条
又

は
第
七
百
二
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
市
民
緑
地
を
設
置
し
た
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
の
一
月
一

日
（
当
該
設
置
し
た
日
が
一
月
一
日
で
あ
る
場
合
に
は
、
同
日
）
を
賦
課
期
日
と
す
る
年
度
か
ら
三
年
度
分
の
固

定
資
産
税
又
は
都
市
計
画
税
に
限
り
、
当
該
土
地
に
係
る
固
定
資
産
税
又
は
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ

き
価
格
に
三
分
の
二
を
参
酌
し
て
二
分
の
一
以
上
六
分
の
五
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る

割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

附
則
第
十
五
条
の
二
第
二
項
中
「
平
成
二
十
八
年
度
分
」
を
「
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
平
成
三
十
三
年
度
ま
で
の

各
年
度
分
」
に
、「
第
三
十
五
項
」
を
「
第
三
十
四
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
の
三
中
「
平
成
二
十
八
年
度
分
」
を
「
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
平
成
三
十
三
年
度
ま
で
の
各
年
度

分
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
附
則
第
十
五
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
償
却
資
産
に
関
す
る
読
替
え
）

第
十
五
条
の
三
の
二

附
則
第
十
五
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
償
却
資
産
に
つ
い
て
第
三
百
四
十

九
条
の
三
の
四
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
第
三
百
四

十
九
条
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
四
十
九
条
の
三
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
」
と
、「
同

条
」
と
あ
る
の
は
「
こ
れ
ら
」
と
す
る
。

附
則
第
十
五
条
の
四
中
「
前
三
条
」
を
「
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
の
五
中
「
第
十
五
条
の
三
」
を
「
第
十
五
条
の
三
の
二
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
の
六
第
一
項
中
「
専
有
部
分
の
う
ち
」
を
「
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
三
項

に
規
定
す
る
専
有
部
分
（
以
下
こ
の
条
か
ら
附
則
第
十
五
条
の
九
の
二
ま
で
に
お
い
て
「
専
有
部
分
」
と
い
う
。）の

う
ち
」
に
、「
次
条
、」を
「
次
条
並
び
に
」
に
、「
附
則
第
十
五
条
の
九
第
一
項
」
を
「
第
五
項
、
第
十
五
条
の
九
第
一

項
並
び
に
第
十
五
条
の
九
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
の
七
第
一
項
中
「
こ
の
条
」
の
下
に
「
及
び
附
則
第
十
五
条
の
九
の
二
」
を
加
え
る
。

附
則
第
十
五
条
の
八
第
三
項
中
「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」
を「
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」に
、「
に

お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４

市
町
村
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
築
さ
れ
た
高
齢
者

の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
で
あ
る
貸
家
住
宅
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

は
、
前
条
第
二
項
又
は
前
項
若
し
く
は
次
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
貸
家
住
宅
に
対
し
て
新

た
に
固
定
資
産
税
が
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
年
度
か
ら
五
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
限
り
、
当
該
貸
家
住
宅
に

係
る
固
定
資
産
税
額
（
区
分
所
有
に
係
る
貸
家
住
宅
に
あ
つ
て
は
こ
の
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
部
分
に
係
る

税
額
と
し
て
各
区
分
所
有
者
ご
と
に
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
算
額
と
し
、
区
分
所
有
に

係
る
貸
家
住
宅
以
外
の
貸
家
住
宅
（
専
ら
住
居
と
し
て
貸
家
の
用
に
供
さ
れ
る
部
分
以
外
の
部
分
を
有
す
る
貸
家

住
宅
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
貸
家
住
宅
に
限
る
。）に
あ
つ
て
は
こ
の
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
部
分
に
係
る

税
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
と
す
る
。）の
三
分
の
二
を
参
酌
し
て
二
分
の
一
以
上
六

分
の
五
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
に
相
当
す
る
額
を
当
該
貸
家
住
宅
に
係
る
固
定

資
産
税
額
か
ら
減
額
す
る
も
の
と
す
る
。
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市
町
村
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
築
さ
れ
た
密
集
市
街

地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
百
十
七
条
第
五
号
に
規
定
す
る
防
災
施
設
建
築
物
に
該

当
す
る
家
屋
の
一
部
で
あ
る
同
条
第
七
号
に
規
定
す
る
防
災
施
設
建
築
物
の
一
部
が
同
法
第
二
条
第
五
号
に
規
定

す
る
防
災
街
区
整
備
事
業
（
同
法
第
百
十
七
条
第
三
号
に
規
定
す
る
施
行
区
域
内
に
お
い
て
施
行
さ
れ
る
も
の
に

限
る
。）の
施
行
に
伴
い
同
法
第
二
百
五
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
宅
地
、
借
地
権
又
は
建
築
物
に
対
応
し
て

同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
従
前
の
権
利
者
」
と
い
う
。）に
与
え
ら
れ
た
場
合
に
お
け

る
当
該
家
屋
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
当
該
家
屋
に
対
し
て
新
た
に
固
定
資
産
税
が
課
さ
れ

る
こ
と
と
な
つ
た
年
度
か
ら
五
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
限
り
、
当
該
家
屋
が
住
宅
で
政
令
で
定
め
る
も
の
で
あ

る
場
合
に
は
、
当
該
家
屋
の
う
ち
従
前
の
権
利
者
が
所
有
し
、
か
つ
、
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
で
政
令
で

定
め
る
も
の
に
係
る
税
額
と
し
て
従
前
の
権
利
者
ご
と
に
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
算
額

の
三
分
の
二
に
相
当
す
る
額
及
び
当
該
家
屋
の
う
ち
従
前
の
権
利
者
が
所
有
す
る
当
該
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る

部
分
以
外
の
部
分
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
係
る
税
額
と
し
て
従
前
の
権
利
者
ご
と
に
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
算
定
し
た
額
の
合
算
額
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
当
該
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
額
か
ら
減
額
し
、
当

該
家
屋
が
住
宅
以
外
の
家
屋
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
家
屋
の
う
ち
従
前
の
権
利
者
が
所
有
す
る
部
分
で
政
令
で

定
め
る
も
の
に
係
る
税
額
と
し
て
従
前
の
権
利
者
ご
と
に
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
算
額

の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
当
該
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
額
か
ら
減
額
す
る
も
の
と
す
る
。

附
則
第
十
五
条
の
九
第
一
項
中
「
の
う
ち
」
を
「
の
う
ち
、」に
、「
こ
の
項
及
び
次
項
並
び
に
次
条
第
一
項
及
び
第

二
項
」
を
「
こ
の
条
か
ら
附
則
第
十
五
条
の
十
ま
で
」
に
、「
も
の
で
」
を
「
も
の
で
あ
つ
て
、」に
改
め
、「
に
つ
い
て

は
」
の
下
に
「
、
次
条
第
一
項
、
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
を
除
き
」
を
加
え
、「
場
合
に
あ

つ
て
は
」
を
「
場
合
に
は
」
に
、「
第
七
条
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
通
行
障
害
既
存
耐
震
不
適
格
建
築
物
」
を

「
第
五
条
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
通
行
障
害
既
存
耐
震
不
適
格
建
築
物
（
同
法
第
七
条
第
二
号
又
は
第
三
号
に




		2017-03-30T19:08:57+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




